
昭和44年2月10日

市政だよりは、市民のみなさ

んにご協力していただくこと

や、市の行事、お知らせなど

を掲載しております。家族み

んなでお読みください.
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【
加
入
申
込
み
要
領
】

マ
保
険
料
一
日
一
円
(
年
額
三

百
六
十
円
)
で
一
人
一
口

マ
加
入
資
格
加
入
す
る
と
き
に

大
村
市
に
住
民
基
本
台
帳
法
に

社
会
課
ま
た
は
各

マ
受
付
場
所

出
張
所

く
わ
し
い
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の

窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
、さ
い
。

d ， 

<><><>競艇場新スタン
な
お
、
四
十
三
年
分
の
保
険

加
入
は
、
い
ま
か
ら
で
も
お
そ

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
加
入
さ
れ
ま
す

と、

一
二
月
三
十

一
日
ま
で
補
償

さ
れ
ま
す
。

大
村
競
艇
場
の
施
設
改
繕
工
事

が
一
月
末
に
完
成
し、

二
月
十
三

日
か
ら
新
ス
タ
ン
ド
を
使
用
し
て

レ
i
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
繕
工
事
は
、
運
輸
省
で

定
め
ら
れ
た
規
格
基
準
に
も
と
づ

い
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
昨

年
七
月
か
ら
総
工
費
三
億
円
で
工

事
を
い
そ
い
で
い
た
も
の
で
す
。

新
ス
タ
ン
ド
は
、

二
千
四
の

一

般
席
と、

三
八

O
の
特
別
席
が
あ

り
、
こ
の
ほ
か
発
売
所
、
支
払
所

湯
茶
接
待
所
、
案
内
所
を
は
じ
め

事
業
課
と
競
走
会
の
事
務
所
な
ど

が、

一
つ
の
建
物
の
中
に
入
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
艇
席
と
売
庖
(
六

居
)
が
別
棟
で
新
設
さ
れ
ま
し
た

写
真
八
完
成
し
た
新
ス
タ
ン
ド
〉
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通

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
が
か
わ
り
ま
し
た
。
② 

砂
利
な
ど
積
載
車
輔

の
飛
散
、
落
下
防
止

の
義
務

自
動
車
の
運
転
者
は
、

砂
利
、

砕
石
、
泥
土
、

汚
物
、
汚
水
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
積
載

し
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
が

飛
散
し
た
り
落
下
し
な
い
よ
う
な

方
法
を
講
じ
て
運
転
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

進
行
中
の
車
輔
な
ど

か
ら
の
印
刷
物
の
散

布
禁
止
等

進
行
中
の
車
輔
な
ど
か
ら
、
広

告
、
宣
伝
等
の
宣
伝
物
も
し
く
は

印
刷
物
を
散
布
し
、
ま
た
は
通
行

者
に
交
付
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
進
行
中
の
車
輔
な
ど
か
ら
、

み
だ
り
に
身
体
の
一
部
ま
た
は
物

体
を
つ
き
だ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
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交
通
事
故
の
補
償
は
市
民
の
総
力
で
一
一
一

一一

一

昭
和
制
年
度
の
加
入
受
付

2
月
時
日
か
ら

Z

，

O

。

ヱ
父
通
事
故
の
補
償
は
市
民
の
総
力
で
H
H

と
い
う

み

な

さ

ん

の

よ

る
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

〉

声
で
、
昨
年
の
四
月
に
市
民
交
通
傷
害
保
険
が
誕
生
し

ま

し

た

。

を

し

て

い

る

人

?
-
4

そ
の
後
加
入
者
も
増
加
し
ま
し
た
が

、

現

在

の

加

入

者

数

九

千

五

マ

保
険
期
間
こ
と
し
の
四
月

一

百
凡

百
二
十
五
名
で、

市
の
全
人
口
の
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
の
低
い
加
入

日
か
ら
翌
年
の
三
月

三

十

一

日

ウ

冗

率
と
な
っ
て
お
り
、
と
れ
は
、
ま
だ
こ
の
保
険
の
制
度
に

つ

い

て

ま

で

十

分

知

ら

れ

て

い

な

い

結

果

だ

と

思

わ

れ

ま

す

。

マ

支

払

わ

れ

る

保

険

料

亡

く

な

グ
交
通
事
故
は
結
果
が
悲
惨
M

-

ら
れ
た
と
き
は
五
十
万
円
以
下

災

禍

に

そ

な

え

る

心

が

ま

え

を

傷
害
の
程
度
に
よ
っ
て
き
め
ら

最
近
の
交
通
事
情
は、

一
歩
外

た
保
険
の
期
限
が
、
三
月
三
十

一

れ

ま

す

に
出
る
と
M

交
通
地
獄
H

、
ま
つ
日
で
き
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
あ
マ
受
付
期
間
二
月
十
五
日
か
ら

た
く
事
故
に
あ
わ
な
い
と
い
う
絶

ら
た
に
昭

和

百

十

四

年

度

の

交

通

三

月
三
十

一
日
ま
で

対
保
障
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

傷
害
保
険
加
入
申
込
み
受
付
を
、

マ
申
込
み
方
法

申
込
書
を
各
世

交
通
事
故
は
結
果
が
悲
惨
で
自
つ
ぎ
の
要
領
で
お
こ
な
い
ま
す
。

~

帯
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
該
当

分
一
人
の
不
幸
だ
け
で
は
終
り
ま

H

一
日
一
円
の
保
険
料
で
交
通
事
項
を
記
入
の
上
、
保
険
料
を

せ
ん
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、

事

故

災

害

に
あ
っ
た
と
き
お
た
が
い
に

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

防
止
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
不

助
け
あ
う
が
、
こ
れ
が
市
民
交

通

な

お、

申
込
書
の
取
ま
と
め

慮
の
災
禍
に
そ
な
え
る
心
が
ま
え

災
害
保
険
で
す
。
こ
と
し
こ
そ
市

に

つ
い
て
は
、
と
く
に
各
町
総

を
も
つ
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
、
民
も
れ
な
く
加
入
し
、

不
慮
の

事

代

(

町

務

連
絡
員
)
の
方
々
に

そ
の
意
味
で
は
、
市
民
交
通
傷
害
故
に
そ
な
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
お
た
の
み
し
て
あ
り
ま
す
の
で

保
険
に
加

入

す

る

と

と

も

、

そ

の

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

一
つ
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
日
一
円
の
保
険
料

市
民
も
れ
な
く
加
入
を

昭
和
四
十
三
年
度
に
加
入
さ
れ

【
訂
正
岡

一
一
月
上
旬
号
の
民
生
児
童
委
員

の
記
事
中、

松
原
地
区
の
梅
田
文

吉
を
桜
田
文
吉
に
訂
正
し
ま
す
。

V
さ
と
う
を
煮

も
の
に
使
う
と

き
は
、
必
ず
し

よ
う
ゆ
や
塩
よ

り
前
に
入
れ
る

こ
と
。

V
化
学
調
味
料

を
入
れ
て
か
ら
強
火
で
熱
を
加
え

る
と
、
き
き
め
が
う
す
い
.
火
か

ら
お
ろ
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う

V
カ
ル
シ
ユ
ヲ
ム
を
含
ん
だ
食
品

を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
鎮
静
効
果

が
あ
り
ま
す
.
ひ
じ
き
、
牛
乳
な

ど
た
く
さ
ん
め
し
あ
が
れ
:
:
。
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友情の花を咲かそう

福井県小浜市から菊株とどく

福井県の小浜市から庁長崎国体の成功のために役立

せてください M と、友情の菊株70株が市に贈られまし
た。この菊株は小浜市菊友会の好意によるもので、昨

年の福井国体の小浜市会場に展示、された極早咲実用花

と極早咲クッシヨンマム全種の古根全部が送られてき

たものです。市では早速大村菊の会に育苗を委嘱して

友情の花を咲かせ、国体会場とその周辺を、いろとり

どりの菊でかざることにしております。

①
登
録
も
れ
の
人

永
年
大
村
市
に
居
住
し
て
い
る

満
二
十
才
以
上
の
人
で
、
現
在

使
用
し
て
い
る
名
簿
に
登
録
も

れ
の
人

登
録
の
申
出
の
受
付
は
、
市
民

課
ま
た
は
各
出
張
所
で
執
務
時

間
中
い
つ
で
も
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一
一
月
は
「
ね
ず
み
退
治
」
の
好
期

「
ね
ず
み
退
治
」
の
コ

ツ
は
?

と
聞
い
た
ら
、
「
食
べ
物
を
与
え

な
い
こ
と
だ
・:。

食
べ
物
が
な
け

れ
ば
四
日
間
で
全
滅
す
る
よ
」
と

い
う
人
が
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
「
食
べ
物
を
与
え
な

い
こ
と
』
は
、
な
か
な
か
至
難
な

こ
と
で
、

不
可
能
に
近
い
こ
と
で

¥ 

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

写真く小浜市から送られてきた菊株〉

同
奨
学
金
お
よ
び
国
体
運
営

費
と
し
て
寄
附
】

亡
夫
前
教
育
長
湯
川
伊
一
氏
の

忌
明
に
あ
た
り
、

湯
川
カ
ヤ
さ
ん

か
ら
本
市
奨
学
金
お
よ
び
第
二
十

四
回
国
民
体
育
大
会
運
営
費
と
し

て
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

す。
さ
て
二
月
と
い
う
月
は
、
比
較

的
に
食
物
の
少
な
い
月
で
す
。
わ

た
く
し
た
ち
家
庭
の
台
所
か
ら
出

る
食
べ
の
こ
し
の
野
菜
な
ど
も
比

較
的
に
少
な
い
し
、
退
治
し
や
す

い
時
期
と
い
え
ま
す
。

ま
た
ね
ず
み
は
、
三
一
月
ご
ろ
か

ら
繁
殖
し
始
め
、
五
、
六
局
ご
ろ

が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て

こ

の

て

二

月
が
い
ち
ば
ん
少
な

い
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

ね
ず
み
退
治
は
、
一
軒
だ
け
や

っ
て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
必

ず
近
所
と
共
同
戦
線
を
は
っ
て
、

町
内
全
体
、
部
落
全
体
で
や
る
こ

と
で
す
。

ま
ず
第
一
に
、
薬
剤
、
ね
ず
み

取
り
器
の
利
用
で
す。

そ
れ
に
は

ね
ず
み
の
生
活
環
境
を
調
べ
る
必

要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
、
お
互
い
に
、

野
菜
や

三
月
は
選
挙
人
名
簿
の
登
録
月

新
成
人
や
転
入
し
た
人
を
追
加
登
録

資
格
者
は

3
月

1
日
ま
で
に
申
出
を

選
挙
人
名
簿
に
新
た
に
追
加
登

①
新
に
大
村
市
に
転
入
し
た
人

録
す
る
登
録
月

(

三

月

〉

が

せ

ま

前

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

っ

て

き

ま

し

た

。

が

発

行

す

る

登

録
ま
た
は
未
登

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ

録
証
明
書
を
添
付
し
て
す
る
こ

登
録
申
出
を
し
て
お
ら
な

い

人

は

と

。

三
月
一
日
ま
で
に
か
な
ら
ず
手
続

を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
新
た
に
満
二
十
オ
に
な
っ
た
人

昭
和

μ年
3
月

2
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
満
二

十
才
に
な
っ
た
と
き
に
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
事
業
に
寄
附

亡
父
田
野
純
三
氏
の
香
典
返
し

と
し
て
、
田
野
正
治
さ
ん
(
現
在

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
在
住
〉
か
ら

社
会
福
祉
事
業
資
金
へ
と
三
拾
万

'

円
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

野
菜
く
ず
を

一
切
、
ね
ず
み
が
入

れ
ぬ
よ
う
に
、
ブ
タ
の
あ
る
入
れ

物
に
い
れ
て
お
く
こ
と
。

第
三
に
、
ね
ず
み
は
う
す
ぐ
ら

い
場
所
な
ど
に
巣
を
作
り
ま
ず
か

ら
、
そ
う
し
た
場
所
を
き
れ
い
に

し
て
、
ね
ず
み
が
警
戒
し
て
、
そ

こ
に
出
入
り
し
な
い
よ
う
に
す
る

第
四
に
、
薬
剤
、
ね
ず
み
取
り

を
使
う
場
合
は
、
な
る
べ
く
自
然

に
、
う
す
ぐ
ら
く
、

物
か
げ
な
ど

に
お
く
こ
と
で
す
。

中
小
企
業
者
ヘ

運
転
資
金

を

融

資

設
備
資
金

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
百
簡
を
お
き
、
原
則
と

し
て
同
一
業
種
を
引
き
続
き
一

年
以
上
経
営
し
て
い
る
中
小
企

業
者
で
、
県
信
用
保
証
協
会
の

対
象
業
種
で
あ
っ
て
、

市
税
を

完
納
し
て
い
る
も
の
。

マ
資
金
の
目
的

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金
と

し
、
旧
債
返
済
金
に
は
充
当
で

き
な
い
。

マ
融
資
限
度
額
七
十
万
円
以
内

マ

期

間

運

転
資
金
1

一
年
以
内

設
備
資
金
l
二
年
以
内

マ
貸
付
利
率
日
歩
二
銭
二
厘

別
に
信
用
保
証
料
と
し
て
三
厘

五
毛
1
四
厘

マ
申
込
場
所
大
村
商
工
会
議
所

市
内
金
融
機
関

マ
受
付
期
間
二
月
十
五
日
か
ら

二
月
二
十
五
日
ま
で
た
だ
し

融
資
枠
に
達
し
た
と
き
は
締
切

り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

所
得
税
確
定
申
告
の

説
明
会
開
催

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

確
定
申
告
に
関
係
が
あ

る
人
や
お
た
ず
ね
に
な
り
た
い
こ

と
が
あ
る
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
期
日

二

月

三

十
四
日

一

回

目
H
午
前
十
時
か
ら

二

回
目

1
午
後
二
時
か
ら

マ
場
所

市
役
所
大
会
議
室

な
お
、

納
税
相
談
日
の
日
程
に

づ
い
て
は
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
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母
子
家
円
引
い
M
H
H
レ
U

大村市政だよ

母
子
家
庭
ヘ
貸
付

自
立
更
生
の
た
め
の
、

母
子
福

祉
修
学
資
金
お
よ
び
就
職
支
度
金

の
貸
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。
二
月

二
十
八
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ

予
約
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
限
度
額

〔
修
学
資
金
〕

高
等
学
校
t
月
額
千
五
百
円
以

内高
等
専
問
学
校
i

一
年
か
ら
三

一-‘ t ι、、
一

年
ま
で
は
月
額
千
五
百
円
以
内

四
年
と
五
年
は
月
額
三
千
円
以

内

大

学
日
三
平
円
以
内

〔
修
学
資
金
の
特
別
貸
付
〕

高
等
学
校
H

月
三
千
円
以
内

大
学
l
月
五
千
円
以
内

〔
就
学
支
度
資
金
〕

高
等
学
校
H

一
万
五
千
円
以
内

大
学
l
自
宅
か
ら
の
通
学
一
万

五
千
円
以
内
、
自
宅
外
か
ら
の

通
学
二
万
五
千
円
以
内

〔就
職
支
度
金
〕

県
内
l

一
万
五
千
円
以
内

県
外
H
二
万
五
千
円
以
内

マ
償
還
期
間

修
学
資
金
1
据
置
期
間
六
ヶ
月

経
過
後
貸
付
期
間
の
倍
数

就
学
支
度
金
l
据
置
期
間
卒
業

後
六
ヶ
月
経
過
後
六
年
以
内

就
職
支
度
金
H

据
置
期
間

一
年

経
過
後
五
年
以
内

× 

× 

低
所
得
者
へ
の
貸
付

低
所
得
者
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の

資
金
を
貸
付
け
ま
す
。

申
込
み
の
人
は
.
担
当
の
民
生

委
員
と
ご
相
談
の
う
え
、
就
学
、

入
学
な
ど
の
証
明
書
を
添
え
て
社

会
福
祉
協
議
会
(
市
役
所
内
)
へ

一
一月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
.

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

B
U
 
マ
支
度
資

金

中

学
ま
た
は
高
等

学
校
を
卒
業
し
就
職
す
る
人
で

支
度
金
に
お
困
り
の
人

貸
付
金
H

県
が
、
二
万
五
千
円

(
利
子
年
三
分
月
賦
償
還
)
、

市
が
、
一
万
円
(
無
利
子
月
賦

香
港
出
一
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

償
還
)

マ
修
学
資
金
高
等
学
校
に
入
学

し
た
い
が
そ
の
学
資
に
困
っ
て

い
る
人

貸
付
金
、l
県
で
、

在
学
期
間
中

月
千
五
百
円

(
無
利
子
卒
業
後

月
賦
償
還
)

マ
技
能
修
得
資
金

技
能
を
修
得

じ
た
い
が
そ
の
資
金
に
お
困
り

の
人
貸
付
金
l
市
で、

一
年
間
月
千

五
百
円

(無
利
子
卒
業
後
月
賦

償
還
)

回
接
種
し
ま
す
。

マ
料
金
幼
児
一
人

一
回
に
つ
き

五
十
円

大

人

一
人

一
回
に
つ

き
百
円

マ
実
施
日
程

つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二

時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ず
の
予
防
接
種

は
、
昨
年
十
一
月
に
、
一

般
市
民

に
つ
い
て
は
ワ
ク
チ
ン

不
足
の
た

サ
ー
ビ
ス
講
習
会
を

め、

旧
型
ワ
ク
チ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
が
、

最
近
、
香
港
型
イ
ン
フ

開

催

ル
エ
ン
ず
の
流
行
が
予
想
さ

れ

る

長

崎
国
体
に
備
え
、
選
手
や
役

た
め
、
つ
ぎ
の
と

お
り
香
港
型
ワ

員

な

ど

に

対
す
る
サ
ー
ビ

ス
講
習

ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
を
お
こ
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

な
い
ま
す
。

マ
日
時

二
月
十
九
日

午
後

一

マ
対
象
者

二
歳
か
ら
六
歳
ま

で

時

か

ら

の
も
の
お
よ
び
五
十
五
歳
以
上

マ

場

所

駅

前
'浜
田
屋
旅
館

の
も
の
z

た
だ
し
、
い
ま
ま
で

マ
対

象

者

旅

館
主
お
よ
び
従
業

に
香
港
型
の
予
防
接
檀
者
は

除

員

き
ま
す
。

マ
テ
キ
ス
ト
代
‘
二
千
円

マ
接
種
方
法
一

週
間
お
き
に
二

マ
連

絡

先

大

村
商
工
会
議
所

J ， 
d 

マ
修
学
支
度
資
金

県
1
高
等
学
校
、
高
等
専
問
学

校
入
学
に
際
し
支
度
に
必
要
な

経
費
に
お
困
り

の
人
。
貸
付
金

は
自
宅
通
学
一
万
円
、
自
宅
外

通
学

一
万
五
千
円

ハ
無
利
子
用

賦
償
還
)

市
H

小
、
中
、
高
校
入
学
に
際

し
支
度
金
に
必
要
な
経
費
に
お

困
り
の
人
、
貸
付
金
は

一
万
円

(無
利
子
月
賦
償
還
)

接 種場所

Z1月回17目日 1 :月回~4目同1 
三鈴市浦田診役出療張所所所

市立病院

松原出張所
2且18日 2月25日

竹萱福松瀬重本町出出公張張民所所館 2月19日 2月26日

市
畜
水
産
生
産
物
共

進
会
を
開
催
し
ま
す

市
畜
水
産
生
産
物
共
進
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
多

数
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

マ
期
日

2
月

初

日

幻

日

マ

場

所

市

民
会
館
会
議
室

マ
出
品
物
と
即
売
品

鶏
卵
、
プ

ロ
イ
ラ
、

乾
草
、
の
り
、
わ
か

め

?Jqテ
d
、
ア
ス
パ
ラ
、
ワ

ラ
ビ
な
ど

a ノ

f ， 


